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  博士学位論文審査の結果の要旨について、下記のとおり報告します。 
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して湧出していることを示した。第 5 章では，再懸濁粒子の全粒子束及び放射性 Cs フラッ
クスから，浦内で再懸濁した粒子の多くが浦水と外海水の海水交換の過程で外海へ輸送され
ていることを明らかにした。第 6 章では，2011 年 7 月には半外洋域である福島県沖及び宮
城県沖の深海底にまで，福島第一原子力発電所事故に由来する放射性セシウムが輸送されて
いることを明らかにした。また，福島第一原子力発電所事故に由来する放射性セシウムと微
量元素濃度，海底堆積物間隙水の分析結果を組み合わせることで，東北地方太平洋沖地震に
伴うイベント堆積物の形成過程を分類できることを見出した。第 7 章では，溶存態放射性セ
シウムは低塩分から中塩分において懸濁態放射性セシウムが溶脱していることを明らかにし
た。また，堆積物間隙水中の放射性セシウム濃度は直上水に比べて有意に高いことから堆積
物中の放射性 Cs が脱離することを見出した。さらに，物質収支モデルを用いて堆積物から
脱離した高濃度の放射性 Cs を含む堆積物間隙水が再循環水として湧出していることが示さ
れたことから，福島第一原子力発電所事故に由来する放射性セシウムの海洋への供給源とし
て再循環水が重要であることが明らかになった。 
以上を総合的に判断した結果，本研究論文は，環境地球化学の研究分野において学術的に
新しい知見を与えていることを認め，当審査委員会は博士の学位論文として十分な価値を有
し，博士の学位を授与するに値すると判断した。 
